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土壌水分がリンゴ樹の生理作用に及ぼす影響

加  藤 正

(青森県 りんご試験場 )

1ま え が き

我が日は比較的湿潤な気象条件にあり, とりわけ深

根性の果樹については, これまで,裁培条件としての

水の重要性が軽視されてきたきらいがある。

近年,水資源の開発利用がさけばれる中で,農業用

水確保の面か ら,作 目別の用水量の決定が必要とな っ
てきた。

一方,在来のきょう木性台木に比較して,浅根性で
あるわい性台木が利用 されるに至っては,水分変動の

激 しい表層土がリンゴ樹に大きく影響するものと考 え

る。

このような背景のもとに,本試験は リンゴ樹に対す
る適正な湛水点を把握する資料を得るため,乾燥過程
における土壊水分含量 と,ンピ樹の諸生理作用 との関

係を検討した。          |

2試 験 方 法

550ι 容大型・ ′タリー トが ゥト(岩木山系黒ポタ

を充てん )に 栽植された 5～ 6年生ふ じノ短■106台 を

供試 し,1973年 は果実肥大,IS.D`飽 和水分不足度)
について,1974年 lt気孔開度および蒸散量について検

討 した。

乾燥処理は商年とも7月 下旬から8月 中旬にわたっ

て実施 し,処理樹は雨天時に黒色ポリエチレンフイル

ムで被覆して降雨の浸入を遮断した。また,対照樹は

深さ211“ に埋設したテンシオメーター示度を指標 とし

て適宜潤水 し, pF 20以 下の水分張力に保持した。供

試樹数は 1,73年 の場合,対照,処理樹 とも各々 4樹 ,
1974年 は対照 4樹,処理 3樹 とした。
土襲水分含量は,深 さ10～ 20,20～30,30～

““
の

位置から検土杖で直接採土 したが,採土深によって水
分含量に大差がみられなかったので,こ れ らの平均値

で表示 した。

果実DE大 は 1樹当 り10果 を選定 し, 1果 2カ 所を一

定部位につき横径を測定し, ■S.2は ,毎回午前10時
に新 しょうの中位にある葉を 1樹当 り

`枚
採素 して,

葉柄浸演法によって求めた。

気孔開度は 1樹当 り新 しょう中央葉 5枚 を供試 し,
浸潤法によって測定 した。すなわち,浸測性のケロシ

ンと浸潤性のない流動パラフィンの混合比を第 1表の

ように 1か らるまでグレー ドをつけ,そ れぞれのグレ

ー ドの溶液を葉の裏面に附着させ,約 5秒内の浸潤の

可否によって気孔開度を測定した。なお,グ レー ド6

で浸潤しないものはグレー ドアを与えた。

第 1表 供試土壌の水分特

注.対乾土%

「

Oは 実容積法,pFlo,15,20は 水柱吸引法
口24ζ Q 35は 遠心潟 が45は 蒸気圧法

蒸散量は 1樹当り新 しょう中央葉 5葉につき,HOi‐
niOkeの 提唱した Oa cヽ 法に準して測定した。
供試土壌の水分特性は第 2表に示すとぉ りである。

第 2表 浸潤度測定容液のグレー ド
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6 試験結果および考察

1 土襲水分の低下と果実施大の抑制,LS.2の
上昇

乾燥処理後の日数に伴 う土壌水分の低下と果 実 IE

大,ヤ.S.D.の変化について,そ の 1況 を示 したのが第
1図である。

果実肥大についてみると, 処理 日数の増加に伴う土

襲水分の低下によって,果実肥大の抑制,停止,萎縮
がみられたが,肥大抑制の徴候が うかがわれたのは処
理 る日後で,こ の時の水分含量は

“

2～457%で あ っ
た。また,処理10日 後には対照樹と比較して明らかに
肥大率が低下しており,こ の時の水 分 含 量は 3ま 6～

586%であった。
IS.D.に ついてみると,処理15日 ころまでは,処理

樹も対照樹 と類似のパターンを示 したが,18日 後か ら

処理樹の■ S.D.は 急激な上昇がみられた。 その時の
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水分含量は234～250φであった。 『
。日.D.の急激な上昇,気孔開度および蒸散量の減少
は,そ れぞれ, pF41,●55,こ6に 相当した。
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第 1図 土壌水分低下と果実肥大の抑制

「
。S.D.の 上昇

2 土壊水分の低下 と気孔開度および蒸散量の減少
土壊水分含量の低下に伴 う気孔開度および蒸散量の

減少について,そ の 1銃 を第 2図に示 した。

気孔開度はいずれの調査 日も対照樹はグレー ド1を

示 したのに対 して,処理樹は処理10日 後まではグレー

ド1で経過 したが,16日 後から変化 し,そ の後,開度

が急激に減少した。気孔開度が減少し始めた時の水分

含量は319-557¢ であった。

蒸散量は気象条件による影響が大きく,測定 日によ

ってかな りの変動を示 したが,処理前半はな哩樹も対

照樹と同じ経過をたどった。処理樹の蒸散量が低下し,

対照樹との較差が激増 したのは,処理13～ 16日 後で,

その時の水分含量は269-334%であった。
以上,こ れら生理作用の臨界点の最高含水量をpF―

水分曲線からPT値に換算すると,果実肥大抑制の徴
侯がうかがわれたのが pF 315,明 らかに1巴大率の低下

が認められた水分量は p「 ζ4に 相当していた。また,
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第 2図 土襲水分低下と気孔開度 ,
蒸散量の減少

土襲水分含量とリンゴ樹の生理作用についてみると,

熊代 らは水分レベルをコントロールした試験で,pF50
以下に相当する水分量であっても,土壕湿度が低い場

合,果実の発青や光合成,蒸散作用の減退する成績を

得ている。 しかし,米国では,姜潤点以上であれば果

実の発育割合や リンゴ樹の機能がほとんど低下 しない

という報告が比較的多い。

本試験の場合,諸生理作用の変化がみられた水分量
は p「 30以 上に相当していたが,こ れ らの値は玉井ら

が温州ミカンで得た成績とほぼ一致していた。

一方 ,リ ンtr園 における水 と生産性の観点について

は,COOdOら は, 漕水による増収は樹体の生長量の増

大に基因すると述べ,生育,収量が最も高か費 のは ,
テンシオメーター示度2Cl“ H8(深 さ1フィートに埋設)

に達したときの灌水であった。 また,Lovlnら は果実
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肥大期の水管理の重要性を強調 しているが,今後,果
実の生産性に視点をおき,生育Sta中に合った 水管理
の試験が必要 と思われる。

4 す  と  め

リンtr樹に対する適正な灌水点を把握するための資

料を得るため,乾燥過程における土壌水分含量と諸生

理作用との関係を検討 した。

この結果,果 実肥大の抑制が最も早 く現れ,次 いで

気孔開度,蒸散量で, W.8.D.の 上昇が最も遅か,た 。

これら生理作用の臨界点における最高含水量を燿値に

換算すると,果 実肥大抑制の徴候がうかがわれたのlt

p「 315であり,その後肥大率が明らかに低下した水分

量は pF34に相当した。

さらに,気孔開度,蒸散量の減少, LS.D。 の上昇

はそれぞれ, pF`55,36,41で あった。
したがって, これらのことから,漕水開始時の水分

点は最も低張力で果実肥大抑制の徴候がうかがわれた

p「 315以 下にあるものと推定 した。

リンゴ の 自家受 精 に関 す る研 究

第 1報  スターキングと恵の花の成分分析について

野 呂 昭 司t岡 本
(■情森県りんご試験場

1ま え が き

山田ら(1)は 自家結実率の高い品種として意をあげ ,

また低い品種 としてデツシャス系をあげているが,筆
者らもこの事実を確認 した。 しかし,こ れらの自家結

実率の違いについてはこれまではとんど検討がなされ

ていない。

この報告はスターキングを対照として花の生育ステ

ージごとに踏および糖アルコール,有機酸,ア ミノ酸
についての成分変化を比較した ものである。

第 1表 試料の採収期

道 グ ・鈴 木  忠 直サ

・*権 品総合研究所 )

この研究の実施に当たって,食品総合研究所園芸第
一研究室長萩沼之考博士より種々御指導,御助言をい

ただき,心 から謝意を表する。

2試 験 方 法

1 供試樹と採収時期
りんご試験場は場の恵およびスターキ ングの成木を

用い,昭和48年 4月 のBroon e■ueter期 から5月 の落花

後にかけて時期を4時期に分け,生育ステージごとに

花を採収 し(第 1表 ),凍 結乾燥した。

生育ステ‐ 別分 1 2 3 4

採 収 時 期

1973

4月 26日 , 30日 5月 4日 , 8日 5月 12日 , 16日 5月 21日 , 25日

生 態

Greoll ●■ttetor

～ 〆 ep■ nk
Pint ula 開 花 期

´  1  1
落 花 後

2 分析方法

凍結乾燥物を粉砕器で粉砕 して,そ れを70%ア ルコ

ールで抽出 し,糖および糖アルコール,(2)有機酸はガ

スクロマ トグラフィーにより(第 2表),ま たアミ′酸

分析計(3)に より分析 した。


